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 最新災害情報 
  インドでの洪水と地滑り 
 
インド西部マハラシュトラ州やゴア周辺地域

では、7 月 24 日から降り続く雨の影響で大規模
な洪水や地滑りが頻発しています。 
8 月 4 日の時点で、マハラーシュトラ州では

1,203 人の死亡が伝えられており、州都ムンバイ
では 26 日から 27 日にかけて、一日の降水量とし
てはインド国内最高の 944 ミリを記録する集中
豪雨に見舞われました。市内の道路や鉄道駅、国
際空港が冠水するなど、大きな混乱が続いていま
す。またムンバイから 150 キロ南に位置するジュ
イ村では、7 月 26 日に大規模な地滑りが発生、
少なくとも 100 人が死亡しました。地滑り発生地
域周辺で行われた救助活動を含め、今回の災害に
対する救援活動は、中央政府による陸海空軍の動
員といったように大規模なものとなっています。 
その後の断続的に降る強い雨も重なり、今後と

も被害の拡大が懸念されています。 
なお、詳細につきましては、当センターホーム

ページの最新災害情報 www.adrc.or.jp をご覧く
ださい。GLIDE 番号は、FL-2005-000125-IND です。 
 

 ADRC スタッフ紹介 
  村田 昌彦 参事 

 
この 2005 年 4 月に兵庫県庁からアジア防災セ

ンター(ADRC)の国際復興協力担当として派遣さ
れ、現在は 5月に開設された国際防災復興協力機
構(IRP)の事務所で勤務をしている村田昌彦と申
します。 
ADRC に着任してからは、今年 1 月の国連防災

世 界 会 議 (WCDR) で 設 立 が 決 ま っ た
｢International Recovery Platform (IRP,国際防
災復興協力機構)」の開設準備を行い、5月 11 日
に無事に事務所開きを行い、
3 日 間 の 国 際 セ ミ ナ ー
(International Seminar on 
Recovery)を開催し、多くの
国際機関や各国政府、防災関
係機関の方々にご参加いた
だき、IRP 活動への協力を確
かなものとすることができ
ました(本誌 Vol.116)。 
ADRC には 1998 年の開設か

ら３年間主任研究員として在籍し、この｢ADRC 
Highlights｣の創刊や GLIDE プロジェクトを含め
初期の活動を多方面で展開してきましたので、ニ
ュースレター読者には私をご存じの方がたくさ
んいらっしゃるかと思います。 

2002 年からは、兵庫県が設立した「人と防災
未来センター(DRI)」の立ち上げ、当初３年間の
災害対策専門研修、近隣の国際機関で構成する
「国際防災･人道支援協議会(DRA)」などの様々な
事業運営を行っておりました。 
1995 年の阪神・淡路大震災における個人的な

被災体験、直後から実際に兵庫県において取り組
んできた都市インフラの復旧･復興の実務経験、
その後、国際防災関係の仕事で培った世界的なネ
ットワークなどを活用し、これからの IRP での仕
事を通じて国際防災に貢献していきたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
なお、IRP について何かご質問などございまし

たら、murata@recoveryplatform.org までお願
いします。 

 
 津波版｢ぼうさい探検隊｣CD-ROM 完成 

 
アジア防災センター(ADRC)も、メンバー国を中

心に各国に紹介している防災プログラム｢ぼうさ
い探検隊｣について、このたび、津波版 CD-ROM(英
語版)が発行されました。 
｢ぼうさい探検隊｣は、2003 年より日本損害保

険協会が主体となって推進しているもので、小学
生向けの実践的な防災教育の一環として活用さ
れています。小学生が自分の住んでいる町や地域
を探検し、防災に関する施設や設備を発見するこ
とによって、それらを防災マップにまとめるとい
うもので、子どもたちが直接身をもって防災意識
を高めることができるツールとなっています。 
同プログラ

ムの有効性は、
当センターも
注目しており、
防災関連のセ
ミナー等で紹
介してきてい
ますが、今年
2005 年 1 月神
戸で開催され
た国連防災世
界会議においては、国連教育科学文化機関
(UNESCO)の松浦事務局長より紹介されました。 
昨年 2004 年 12 月 26 日に発生したスマトラ沖

地震とインド洋大津波を受けて、同協会ではこの
たび津波災害からの教訓や津波対策に焦点を当
てた津波版｢ぼうさい探検隊｣の CD-ROM を作成し
ました。 
この件についてご関心のある方は、日本損害保

険協会(kokusai@sonpo.or.jp)までメールでお問
合せください。 


